
総合政
策課

地域政
策課

新産業
創出室

ロケットを運ぶ
道路の３車線化
について

ロケットの陸送に欠かせない島間
港から宇宙センターまでの国道，
県道において，現在２車線のとこ
ろを，何とか３車線にできないか
と，国，県に要望していると聞い
ているが，県の方では２車線で改
良済みであるということのようで
あり，緊急時の車両の離合ができ
るように，住民の安心安全のため
に，是非とも３車線化について実
現できるように，国へも要望をし
ていただきたい。

  島間港から宇宙センター間の，
県が管理する，国道58号（島間上
中間），県道茎永上中線（上中茎
永間），県道西之表南種子線（宮
瀬橋から宇宙センターへ向かう区
間）は，いずれも２車線で改良済
みとなっています。
　本区間は，交通量に見合う車線
数を確保していることから，３車
線への改修については，整備の必
要性や緊急性，救急車両による搬
送のための課題など，ＪＡＸＡや
地元関係者などの意見を伺ったう
えで検討したいと考えておりま
す。

道路建
設課

主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

宇宙関係による
地域活性化

県の各種計画書等を見たときに，
宇宙関係の内容が項目として出て
こないような気がしている。
もっと県が引っ張ってもらって，
促進を図ってもらいたいと思って
いる。

　県では，地元自治体や関係団体
等で構成する県宇宙開発促進協議
会などと連携し，円滑な打上げ環
境づくりに努めているほか，同協
議会を通じ，関連予算の確保や宇
宙関連産業の立地支援などについ
て，国等に対し要望活動を行って
おります。
  また，宇宙開発・利用に対する
理解促進などを図っており，これ
らの活動についての情報発信にも
努めてまいります。

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

観光課

交通政
策課

来年の4月にまた1000円，賃上げさ
れるということで心配している
が，観光目的や帰省する方も，運
賃が高いとなかなかこれない，そ
れがネックになって，観光業にも
響いてくるのかなというのが，現
状かなと思っている。県の方で何
か施策がないのか，お伺いした
い。

高速船の運賃に
ついて

　離島は本県の魅力的な観光資源
であることから，離島が持つ豊か
な自然や個性ある文化・伝統など
の情報発信のほか，周遊観光ルー
トの旅行商品化など，引き続き積
極的な離島への誘客を図ってまい
ります。
  また，県においては，特定有人
国境離島地域における住民の移動
コストの負担軽減を図るため，特
定有人国境離島地域社会維持推進
交付金を活用し，運賃割引制度を
実施しているところであり，当該
事業について，引き続き関係市町
村，関係事業者等と連携し，効果
的な周知を行ってまいります。
　なお，県では，令和３年度に，
離島への旅行については本土内の
旅行よりもコストが多く掛かるこ
とから，「かごしま旅クーポン事
業」において，離島分の旅行券に
プレミアムを上乗せしたほか，国
の補助事業を活用して実施してい
る「今こそ鹿児島の旅（第２
弾）」や国の「ＧｏＴｏトラベル
事業」については，開発促進協議
会や知事会等を通じて，国に離島
の割引上限額の引上げ等を要望す
るなど，より多くの観光客が離島
へ訪問することを促す取組を行っ
たところです。
　しかしながら，国においては，
特段，離島への特例措置が講じら
れていないことから，令和４年度
は，鹿児島ＧｏＴｏトラベル推進
事業において，県独自に離島への
旅行に係る割引上限額の上乗せを
行うこととしています。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

高速船の新造船
について

高速船が就航し，35年以上経っ
て，船自体ももう古くなってきて
いる。
新しく，船会社の方が作ってくれ
るのか。
この先，高速船がどうなっていく
のかという不安も少しあるが，知
事としての見解を伺いたい。

　県では，赤字航路であることな
ど一定の要件に該当する離島航路
の船舶建造費について，国と協調
して補助を行っているところです
が，種子島・屋久島航路のジェッ
トフォイルは，現在のところその
要件には該当していないところで
す。
　県としては，国や，ジェット
フォイルが就航する他県の動向に
ついて，引き続き，情報収集を行
うとともに，ジェットフォイルを
含め離島航路における円滑な船舶
更新がなされるよう，船舶建造に
係る支援措置の拡充について，県
開発促進協議会を通じ，国に要望
を行ってまいりたいと考えており
ます。

交通政
策課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

宇宙留学につい
て

私も長い間，里親として，留学生
の受け入れをしていたが，一方
で，この留学制度を実行するにあ
たり，受け入れていただく里親さ
んの高齢化等，課題が残ってい
る。
町の協力をいただき，国の補助制
度を活用しながら対応していると
ころであるが，様々な要件等が
あって，十分な解消には繋がって
いないのが現状。もし県の方から
も，国で対応していない部分があ
ると思うので，そこに対しての援
助ができれば，実行委員会として
も大変ありがたい。

  山村留学を導入している市町村
を支援するため，県教委では，問
合せ先や取組内容，次年度の募集
に関する情報などを取りまとめ，
県のホームページで紹介していま
す。
　国の補助制度を踏まえた，県と
しての今後の支援の在り方につい
ては，町とも意見交換してまいり
ます。

離島振
興課

義務教
育課

南種子町への宇
宙教育を行う高
校の設置につい
て

宇宙兄弟宣言の調印をしている肝
付町では，平成27年に，楠隼とい
う中高一貫校が開設されており，
ＪＡＸＡとの宇宙教育連携協定を
結んでいると承知している。
南種子町においても，楠隼に負け
ない教育校の設置を行い，全国か
ら優秀な人材を集め，宇宙セン
ターや関連会社で働く人材を育成
することができないものかと考え
ている。なかなかすぐにはできな
いと思うが，県と南種子町，ＪＡ
ＸＡとの連携を図り，その実現に
向け，一歩前に進めていただけれ
ば，と強く要望する。

　種子島にある２つの県立高校で
は，これまでＪＡＸＡとの連携に
よる宇宙に関連する教育活動を実
施してきています。また，種子島
高校では，東京大学，鹿児島大学
等と連携し，模擬人工衛星の研
究・制作を，種子島中央高校で
は，フリーペーパープロジェクト
で「高校生が種子島について考え
る」をテーマに地域の活性化策に
取り組むなどの活動を行っていま
す。
  両校においては，これからもＪ
ＡＸＡや地域との連携を図りなが
ら，地域で活躍する人材を育てる
魅力ある高校づくりに努めてまい
ります。

高校教
育課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

ガソリン価格の
本土との格差対
策について

ガソリン料金について，私たちは
昔から本土に比べて高いガソリン
料金を負担している。
ガソリンも含めて，エネルギーは
平等であるのが基本だと思うが，
そのことについてどうお考えなの
か，お伺いしたい。

　離島地域におけるガソリン等価
格の本土との格差については，平
成23年５月から，国において，離
島ガソリン流通コスト支援事業が
実施され，種子島でも１リットル
当たり10円が補助されており，一
定の効果はあるものと考えていま
す。
　物価などの地域格差の是正は，
全国の離島に共通する課題であ
り，県ではこれまで，国に対し，
同事業の継続・拡充について，県
開発促進協議会等を通じて要望し
ているところです。
　今後とも，離島住民の負担軽減
が図られるよう取り組んでまいり
ます。

離島振
興課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

水産振
興課

漁港漁
場課

島間港へのブリ
の稚魚の中間育
成施設の整備に
ついて

島間港における稚魚の中間育成と
いうのは大変重要視されている。
2018年頃から，町，県，水産庁，
そういうふうなその中間育成の重
要性というものを我々も訴えてき
て，どうしても中間育成基地を作
らないかんと。島間港は，漁港で
はないので，せいぜい50万匹まで
は飼えるというふうな設備であ
る。これを全体的に，鹿児島県の
水産業を底上げするためには，ま
ず養殖のブリをたくさん作らない
かんということなので，その基地
をここに作っていただきたいとい
うことで，いろいろな資料も作っ
て，水産庁まで上がっている。県
の方にもご相談申し上げている。
コロナの問題でこの話は今閉ざさ
れているが，またどうか知事にも
お願いをして，一緒に国の方にも
お願いしていただければと思って
いるところである。これは国の直
轄事業でやってくれというふうに
お願いをしている。

　養殖業者の種苗の安定確保や輸
出促進のため，県では人工種苗の
生産・供給に取り組んでいます。
　中間育成基地を国の直轄事業で
整備するとなると，県外への供給
も考えられることから，実現する
には，まずは県内のブリ養殖漁業
やモジャコ採捕漁業等の関係者の
理解を得ながら，連携して取り組
む必要があると考えています。
　県として，どのような対応が可
能か検討していきたいと考えてお
ります。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

道路建
設課

ロケットを運ぶ
道路の３車線化
について

３車線になったら，夜運ばずに，
昼間運送，運搬ができる。
文科省も，これやっぱり，宇宙開
発ロケット運ぶんだから，宇宙開
発の予算でも，文科省の予算でも
できるんじゃないかと，それは検
討するべきだというようなことで
あった。そういう話で一生懸命や
るが，なかなか熊毛支庁が取り組
みをしない。ぜひ，知事の方か
ら，よく調査をして，前に進める
ようにお願いしていただきたい。

　島間港から宇宙センター間の，
県が管理する，国道58号（島間上
中間），県道茎永上中線（上中茎
永間），県道西之表南種子線（宮
瀬橋から宇宙センターへ向かう区
間）は，いずれも２車線で改良済
みとなっています。
　茎永上中線については，勾配が
ある区間は，一部登坂車線を設け
て３車線としていますが，積載物
の幅が広いことから，３車線の区
間であっても，特殊車両の通行許
可基準により，夜間通行としてい
ます。
　また，ロケットは相当な大きさ
と重量があるため，熊毛支庁は道
路管理者として，ロケット運搬に
支障がないよう，道路改良を行う
など，打ち上げに協力してきたと
ころです。
　御要望については，具体的にロ
ケット輸送に必要な道路線形や幅
員などの課題を整理し，ＪＡＸＡ
や地元関係者などの意見を伺った
うえで対応について検討したいと
考えております。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

外国人材への支
援について

一時期学校にＩＴが導入された時
にＩＴサポーターというのが配属
されたが，これと同じような形で
外国人の介護職の方が現場に配属
になった時に，３ヶ月程度サポー
ターというような形でもフォロー
していただけると，その施設とし
ても安心できるんではないかと思
う。
外国人人材も含めて，労働人口の
確保という観点，特に介護分野の
人材確保という点においては，施
設も一生懸命努力はしているが，
ぜひ知事の見解を伺いしたいとい
うことと，また，その時の県，そ
れから町，或いは施設との連携，
役割についても，あわせてご見解
を伺えればと思う。

　県では，県内の介護事業所等で
就労する外国人介護人材の円滑な
就労・定着を図るため，介護の基
本，コミュニケーション技術，文
化の理解，介護に関する日本語等
の介護の技能の向上につながる研
修や，介護施設に対し，地域での
交流会開催や介護福祉士の資格取
得に必要な経費，コミュニケー
ション促進やメンタルケアに必要
な経費の助成等，様々なサポート
を実施しています。
　その他にも，介護現場の業務効
率化や介護職員の負担軽減の観点
から，介護事業者に対し，介護ロ
ボットやICTの導入を支援していま
す。
　また，介護人材の安定的確保に
向けた方策等について，介護事業
者団体や介護人材の養成施設，行
政，教育団体等で構成する県介護
人材確保対策検討会を開催し検討
を進めているところです。

社会福
祉課

介護保
険室
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

幸福度，ウェル
ビーイングにつ
いて

鹿児島県を，日本のブータンにし
てほしい。
幸福度を基準とする世の中の流れ
というのをどういうふうにとらえ
ているかということと，それから
県として，このウェルビーイング
を何か政策に取り入れて，今後
やっていくような計画があるのか
ということ。
それから，そういった取組をする
際に，民間とどのような連携を
とってやっていくような可能性が
あるのか，我々はそういうウェル
ビーイングを目指して取り組んで
ますので，ぜひ何かそういった形
で，取組を，塩田知事とも，何
か，取組ができるようなことがあ
ればという思いもあるので，
ちょっとご質問させていただきた
い。

　地域の魅力を一層高めていくた
めには，地域資源の磨き上げはも
とより，幸福度の重視などの人々
の価値観の変容を踏まえた住みや
すい地域づくり，テレワークや二
地域居住などの新しい働き方・暮
らし方の広がりなど，より多くの
人材に選んでもらえる地域づくり
を目指していくことが重要と考え
ます。
　県としては，こうした時代の流
れを的確に捉え，様々な移住・交
流対策に，しっかりと取り組むこ
とが重要だと考えています。
　現在，県では，改訂中の「かご
しま未来創造ビジョン」におい
て，鹿児島の目指す姿を「誰もが
安心して暮らし，活躍できる鹿児
島」とし，「未来を拓く人づく
り」，「暮らしやすい社会づく
り」，「活力ある産業づくり」に
取り組み，これらの好循環を生み
出すことにより，鹿児島の目指す
姿を実現したいと考えています。
　鹿児島の目指す姿を実現するた
めには，県民をはじめ，企業，関
係団体，大学，ＮＰＯなどの多様
な主体が，鹿児島の目指す姿やそ
の実現に向けた施策の基本方向を
共有し，様々な課題の解決に向
け，連携・協働を図りながら進め
ていくことが重要だと考えていま
す。

総合政
策課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

先端技術の実証
試験地の誘致に
ついて

種子島の人口とか面積からして，
先端技術の実証を行うのに適した
場所なのかなと思っている。
例として，自動運転という話をし
たが，これからのその最先端技術
の実証地として，ここ南種子町が
そういう土地になっていけばな
と。そのためにクリアしないとい
けないことというのは，おそらく
ここ町単体ではできないことだと
思うので，ぜひ，県としてもそこ
をバックアップ，プッシュしても
らって，そういうような受入地と
してなるといいと思う。

　先端技術の実証試験について
は，国土交通省が，離島地域の課
題解決を図るため，地方公共団体
と新技術等を有する民間企業・団
体等が共同で実施する取組を公募
し，実証実験を行う「スマートア
イランド推進実証調査」を行って
おり，昨年度は，広島県大崎上島
において，小型自動運転・オンデ
マンド予約システムを活用した島
内港間の交通・物流の実証実験が
行われております。
　また，県内市町村においては，
瀬戸内町のドローンを用いた地域
課題解決への取組や，肝付町のお
でかけタクシー（AIタクシー）な
ど，先端技術を活用した取組が進
められているところです。
　県としては，地域の実情に合わ
せ，最新技術の活用可能性を検討
することは重要と考えており，現
在，新たなモビリティサービスで
あるＭａａＳや各公共交通機関の
オープンデータ化等の取組につい
て，検討を進めたいと考えている
ところです。自動運転の活用可能
性については，国の動向等を注視
するなど，情報収集に努めてまい
ります。

離島振
興課

交通政
策課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

島間港への高速
船の発着につい
て

高速船を停めるためには，防波堤
がさらに延長が必要だというふう
に聞いている。
南種子町民にとってあそこで高速
船が発着できるというのは，南種
子町民の負担が大きく軽減される
し，安全面とそれから高速船の離
発着，浮桟橋等で課題が多いよう
だが，あそこの港をさらに拡張し
て，そういった人の出入りもでき
るような港になれば，南種子町に
とってすごいプラスになるのでは
ないかなというふうに，思ってい
る。

　高速船就航に係る島間港の整備
については，今後の高速船就航に
向けた船社の動向等を踏まえる必
要があると考えています。

港湾空
港課

島間港の防波堤
の南海トラフ地
震対策について

島間港について，確か県管理の港
湾だったと思うが，島間港の防波
堤が今，延長が完了したというふ
うに聞いているが，この先必ず南
海トラフの大地震が来ると言われ
ている。南種子町にとって島間港
というのは，最も大切な，物資が
入ってくる港なので，当初予定し
ていたその防波堤で，南海トラフ
の津波を防ぐことができるのか。

　島間港の防波堤は，港内の静穏
度向上のため整備しており，南海
トラフ地震による津波を防ぐこと
が目的ではありません。
  津波からの防護については，県
地域防災計画において，住民等の
避難を軸とした既存施設の補強な
ど必要な整備に努めることとして
おります。
  また，県では，平成24，25年度
の地震等災害被害予測調査によ
り，南海トラフ地震等の発生によ
る津波到達時間や津波高等の予測
を行い，国の南海トラフ地震防災
対策推進基本計画に基づき，平成
26年度に南海トラフ地震防災対策
推進計画を作成し，津波からの円
滑な避難や防災訓練，地震防災上
の教育など市町村が定めるべき事
項について明記したところです。
　南種子町においても，南海トラ
フ地震防災対策推進計画を作成済
であり，計画に基づき，毎年度，
防災訓練等が実施されているとこ
ろです。

港湾空
港課

危機管
理課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

農作物の輸送に
係る助成につい
て

農作物の運賃助成の件について，
かなり運賃助成が出ているが，な
んせ離島なので，作物を作っても
やはり，都会に出すと運賃がかな
りかかってくる。
今も助成をもらってるが，今の助
成では，到底十分とは言えないの
で，こちらの方も，県の方として
予算を組んでもらえたらと思う。

　種子島から農水産物を本土に出
荷する際には，特定有人国境離島
地域社会維持推進交付金等を活用
し，国，県，市町村において海上
輸送費等に対する支援が行われて
おります。
　特定有人国境離島地域社会維持
推進交付金につきましては，離島
の実情が反映され，更なる制度の
充実が図られるよう，引き続き，
市町村と連携しながら，県開発促
進協議会等を通じて，国に対し，
要望してまいりたいと考えており
ます。

離島振
興課

農産園
芸課

サツマイモ基腐
病について

本町の基幹作物であるでん粉用甘
藷及び安納芋において，去年より
基腐病がかなり出ている。
今年も対応し，作付収穫をしてい
るが，かなりの被害が出ている。
知事の方としても，県の予算をか
なり取ってもらって，本腰を入れ
て，これを対応していかないと，
基幹作物であるサツマイモがもう
作れなくなる状況に陥っている。
ぜひよろしくお願いしたい。

  令和４年産に向けては，国との
共同研究により発病抑制効果が確
認された種いもの蒸熱処理装置に
ついて，農協等の育苗施設におけ
る導入を支援するほか，マスメ
ディア等を活用した防除対策に係
る幅広い注意喚起や基腐病に強い
品種の増殖技術確立に係る試験研
究に取り組むこととしています。
  また，さつまいも生産者の経営
安定を図るため，国の事業を活用
し，これまでの資材等の支援や，
継続栽培支援に加え，新たに交換
耕作排水対策・土層改良等に対す
る支援を行うこととしておりま
す。
　県としては，引き続き，関係機
関・団体と一体となって，基腐病
対策に取り組んでまいります。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

トップセールス
について

県産品について，知事も忙しいと
は思うが，知事自らトップセール
スをお願いしたいと思う。

　トップセールスについては，コ
ロナ禍の影響で県外との往来が難
しい状況が続いておりましたが，
コロナの感染状況が落ち着いてき
た昨年10月に，本県の物産展で最
も規模の大きい東武百貨店（池袋
店）を訪問し，トップの方々に対
して，今年度初めて年２回開催し
た物産展を，来年度以降も年２回
開催いただくよう要請し，ご理解
いただいたところです。
　今後とも物産展や量販店での
トップセールスなどにより，安納
芋をはじめとした県産品のＰＲや
販路開拓などを行っていきます。

かごし
まＰＲ
課

知事とのふれあ
い対話の実施に
ついて

今日，知事とのふれあい対話とい
うことで，対話ができてるが，来
年，再来年と，続けて欲しいなと
思う。

  知事とのふれあい対話について
は，令和３年12月末時点で23市町
村において開催しました。知事と
県民の皆様とが直接対話をする機
会は，大変貴重であり，県として
はできるだけ早期に全市町村で開
催したいと考えています。
  引き続き，知事とのふれあい対
話など様々な機会を通じて，県民
の皆様の声を直接お聞きし，各般
の施策に反映していきたいと考え
ています。

広報課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

災害医療につい
て

年々温暖化が進み，年々台風がか
なり大きくなってるが，県とし
て，今後，種子島直撃した場合，
けが人が出たとかいう場合に今の
島内の医療では，ちょっと心配な
面があるし，本土の方に輸送する
にしても，かなり不便な面がある
と思う。県として，今後も，防災
に対しての対策はどのような対策
を考えているのか教えてほしい。

  県においては，災害時の医療に
対応するため広域搬送への対応，
医療救護チームの派遣等の機能を
担う災害拠点病院として種子島医
療センターなど，県内１４か所の
病院を指定しているところです。
　また，離島で発生する救急患者
のうち，離島での対応が困難な患
者については，ドクターヘリや県
の消防・防災ヘリ，自衛隊ヘリ等
により，鹿児島市等の病院へ搬送
しているところです。

保健医
療福祉
課

農産園
芸課

経営技
術課

水田農家に特化
した機械導入の
助成について

水田の関係について，私が営農し
ている茎永地区は，昨年度から圃
場整備が始まった。
圃場整備が始まったことによっ
て，圃場が大きくなり，今まで
使っていた機械では，どうしても
小さく，時間的にも，能力が間に
合わない。
そこで，この圃場整備を機に，若
手が，規模拡大をするために，機
械導入の助成を，ぜひ，水田農家
に特化した助成をお願いしたい。

　水稲作については，担い手や農
業法人等が，農業経営の発展や農
業・農村の振興，産地の収益力強
化を図る目的で農業機械等を導入
する場合，補助事業の活用ができ
ますので，南種子町または熊毛支
庁農政普及課にご相談ください。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

養護学校という
名称について

2007年度より，学校教育法の改正
によって，養護学校から特別支援
学校へ一本化されている。
鹿児島県の多くが，いまだに養護
学校という校名が多い。昨年は，
鹿児島県特別支援学校校名の早期
変更をということで，署名活動を
させていただいた。九州では，鹿
児島県だけが養護学校という校名
になっていて，他の県では，特別
支援学校とか，日の国，輝き，と
か名称をつけて，何かとても夢の
あるような名称をつけられている
県があった。校名のことについ
て，お考えがあれば，聞かせてい
ただきたい。

　平成19年の学校教育法の改正に
伴い，盲学校，聾学校及び養護学
校は障害種別を超えた「特別支援
学校」として位置付けられたとこ
ろですが，その際，既に設置され
ている学校については，従来の名
称を用いることも可能とされたこ
とから，本県では，「養護学校」
の校名を引き続き使用していると
ころです。
　近年，関係者から「特別支援学
校」の名称を用いて欲しいとの要
望が出されていることから，現
在，その対応について検討を行っ
ているところです。

特別支
援教育
室

重度心身障害者
医療費助成制度
について

重度心身障害者医療費助成の受給
者になる方，障害者は多い。全国
的にも窓口で無償化にされている
ところもあるが，鹿児島県ではま
だそのような動きがない。今後ど
うなっていくのか，そういったこ
ともお聞きしたい。

　本制度については，重度心身障
害者の方々の利便性の向上を図る
ため，他県の調査結果や，制度変
更に伴う自治体の財政に与える影
響等も考慮し，支給方式を現行の
償還払い方式から自動償還払い方
式に変更するとともに，新たに精
神障害者を支給対象とすることな
どについて，市町村や医師会等の
関係機関・団体等と協議を行い，
御意見を伺いながら，制度変更に
向けた検討を進めてまいります。

障害福
祉課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

関係人口の増加
について

関係人口について，これはいくら
でも増やすことができると思って
いて，この関係人口を増やすの
が，私個人的にもとても大事だと
思っている。
関係人口の増加に対する取組につ
いて何か行われているのか，され
るご予定があるのかという点と，
こういった民間で，関係人口の増
加の取組をしていく中で，期待さ
れることとか，こういったことを
していったらいいんじゃないかと
かがあれば教えていただきたい。

　県では，地方に関心を有する都
市住民等と県内地域との関わりを
深める機会を提供するため，地域
課題解決を目的としたオンライン
での交流事業やワーケーション事
業など，関係人口の創出・拡大の
取組を推進しています。
　県としましては，引き続き，市
町村と一体となって，関係人口の
創出・拡大を目指した取組を進め
てまいります。

地域政
策課

住宅政
策室

移住しやすい環
境づくりについ
て

移住希望のサーファーが，１人で
は借りれる家が少なく，断念する
方がたくさんいるのも事実。移住
しやすい環境づくりが必要だと思
うので，今後ともよろしくお願い
したい。

　移住希望者の移住を促進するた
めには，空き家の活用は有効であ
り，南種子町においては，空き家
の改修費用の助成や空き家バンク
の運営など，空き家の活用を推進
するための取組を行っているとこ
ろです。
　県においては，引き続き，空き
家対策に関する研修会の開催や情
報提供などを行う市町村の取組を
支援してまいります。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

商工会の地域活
動への助成につ
いて

商工会の活動の中で，一番に活動
をしていただいている商工会青年
部について，少ない部員でアイデ
アを出し合いながら活動をしてい
る。
若い人たちが自ら企画立案そして
実行していくことがまちの活性化
に繋がっていくと思う。しかしな
がら，いろいろな活動をしていく
上で，商工会の予算にも限りがあ
り厳しいところがある。そういっ
た地域活動の助成等を充実させて
いただけたらなと思う。

　県では，商工会等が行う地域活
動等への支援は行っていません
が，商工会等の青年部，女性部の
組織強化及び活動の推進を図るた
めの経営改善普及事業の一環とし
て実施する各種研修会，講習会等
に要する経費の支援を行っており
ます。

商工政
策課

畜産農家のヘル
パー制度の創設
について

畜産農家は，年中無休で働かなけ
ればならないというのが一番の問
題じゃないかと思う。現時点で肉
用牛ヘルパー事業というのがあっ
て，それも活用しながらやってい
るが，今の現状では畜産農家が畜
産農家のヘルパーをするという現
状で，もう限界に近い状態になっ
てきている。町の方でも，お助け
会というものを設定してもらって
いるが，これも技術的な専門的な
知識がないと，畜産農家は手広
で，旅行に行っても誰か１人残ら
なければいけないとか，そういう
ことだろうと思うので，ぜひ県の
方でも，そういうヘルパーという
か，そういう制度について，畜産
農家が休めるような知恵と支援を
いただきたい。

畜産課

　肉用牛農家が定期的に休日を設
け，「ゆとりある肉用牛経営」を
実現するための手段として定休型
ヘルパーの取組があります。県内
では，JAそお定休型ヘルパー部会
やデーリィサポートかごしまで実
施しているほか，出水地域や東串
良町でも体制づくりを進めていま
す。定休型ヘルパー設立にあたっ
ては，ヘルパー要員の確保，作業
内容，料金体系など，組織運営に
ついて検討される場合は，支庁・
町・農協に御相談いただきたいと
思います。
　県としても，肉用牛の生産振興
に必要な取組として，関係機関・
団体と連携し，引き続き支援に努
めてまいります。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

離島からの学生
たちの遠征や合
宿に係る経費の
助成について

離島からの学生たちの遠征や合宿
についても，経済的負担が大きい
ので，交通費，宿泊等を少しでも
補助等をしていただければありが
たいと思う。
さらには，学生の応援に行く保護
者についても，同様に補助対象で
きないものか考える。
１人でも多くの保護者が応援に行
くことによって，その行った先で
の宿泊施設や，飲食店業者が潤っ
ていくのではないかなと思う。

　現在，県では，離島の学校に在
籍する生徒の経済的負担を軽減す
るため，中体連や高体連の県大会
等への参加経費の一部を助成して
います。
　また，国に対し，県開発促進協
議会を通じて，離島の学校に在籍
する生徒が参加する文化・スポー
ツ大会への交通費及び宿泊費の助
成制度の創設について要望してい
るところです。

保健体
育課

離島への合宿誘
致について

離島と本土との人の行き来を活発
にして，地域の活性化につなげる
ことはできないかなと思う。
そこで離島への合宿誘致を積極的
にＰＲしてもらって，誘致活動を
さらに盛り込んでもらえたらと思
う。
離島に合宿とかに来る場合は，ど
うしても交通費，宿泊費等は本土
間で行われる場合とは違い，かな
りの経費がかかる。
現在，合宿に対しての助成とかが
あるかどうか分からないが，ある
のであれば，さらに充実していた
だいて，離島に行くメリットをＰ
Ｒしてもらえればと思う。

スポー
ツ振興
課

　スポーツ合宿は，地域経済に大
きな波及効果をもたらすととも
に，地域のＰＲにもつながること
から，県では合宿セミナーの開催
をはじめ，合宿ガイドやパンフ
レットを作成するなどの誘致活動
を行っています。また，合宿ガイ
ドなどには，種子島のサーフィン
をはじめとする離島のアクティビ
ティを紹介するなどのＰＲを行っ
ています。
　また，合宿助成について，県と
しましては，県内外のスポーツ団
体に対する合宿助成「スポーツ合
宿 in かごしま促進事業」を実施
しているところです。
　なお，離島における合宿助成の
充実について，まずは，地元町に
おいても合宿誘致への支援のあり
方を御検討いただきたいと考えて
います。
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

道路の植樹帯の
整備について

種子島の幹線道路である国道県道
の植樹帯について，観光客等か
ら，道路が汚いという意見がきて
いる。南種子町の植樹帯について
は，わりかし綺麗にしていると思
うが，西之表，中種子を通ってい
ると，道路については，年１，２
回の伐採で荒れている状態になっ
ている時が多いようだと聞く。整
備ができないようであれば植樹帯
を減らすなどとした対策を取れな
いかなと思う。

　植樹帯の剪定については，主要
幹線道路や通学路などを優先的に
実施しておりますが，植樹帯の繁
茂により道路管理上支障となる場
合もあることから，周辺環境の調
和や地域のご意見を伺いながら部
分的な撤去について取り組んでい
るところです。
　ご指摘の区間については，現地
の状況や植樹帯の役割も確認した
上で，地元市町と協議し，撤去も
含め適切な維持管理を行ってまい
ります。

道路維
持課

新築物件に畳部
屋を整備した場
合の助成につい
て

新築物件等で，畳の部屋を２つ３
つ，２部屋，３部屋増やしてもら
う購入者には，作っていただいた
ら，補助金対象になるとか，税金
が安くなるとか，してもらえば，
畳の部屋を入れる人が多くなるん
じゃないかなということで，畳屋
さんとしては，とても嬉しい。畳
屋さんがうれしくなるような施策
を，どうかないかなということを
お聞きしたい。

　県では，御要望のような助成は
行っていないところですが，例え
ば，畳を活用した新たな製品等を
開発した場合に，県の機関が試験
的に発注し，販路の開拓や受注機
会の拡大を支援する取組などを
行っているところです。

産業立
地課
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主な意見（要約） 県の対応等 課名意見項目

知事とのふれあい対話（南種子町）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

離島急患搬送
（鹿屋航空分遣
隊の廃止）につ
いて

海上自衛隊の鹿屋航空基地内にあ
る第22航空隊，鹿屋航空分遣隊
は，2022年度末で廃止され，配備
されている救難ヘリ，ＵＨ60Ｊ
が，2020年度内に，除籍されるこ
とになったという情報を知らされ
た。
悪天候や，夜間等，非常に自衛隊
の救急ヘリに，島民は，お世話に
なってきている。
そこで，その機能を担う後継機種
とか，組織を自衛隊全体で維持し
ていくとか，そういう，あとの対
策がどうなっているのか。知事の
もとには，救急ヘリの機能は残す
というふうな情報は届いてないの
か，お尋ねする。

　自衛隊による離島からの急患搬
送については，南北６００キロ
メートルにわたる広大な県域に２
７の有人離島を有する本県にとっ
て，県民の生命にかかわる重要な
問題でありますことから，11月16
日に防衛省を訪問し，今後の離島
急患搬送体制が維持されるよう，
強く要望してきたところでありま
す。今後，全自衛隊による具合的
かつ実効性のある搬送体制が構築
されるよう引き続き，防衛省等，
関係機関と協議を行ってまいりま
す。

消防保
安課

　県は，各地域振興局・支庁に
「就農相談センター」を設置し，
関係機関・団体と連携して，県内
外での就農相談や経営確立に必要
な資金の交付などに取り組み，新
規就農者の確保・育成を図ってい
るところです。
  また，ハード面の整備について
は，新規就農者でも活用が可能な
事業も用意しているところです。
　なお，栽培講習会や経営安定の
ための経営管理指導など，担い手
の発展段階に応じた各種施策を実
施しておりますので，県熊毛支庁
農政普及課または，町役場へお問
い合わせください。

レザーリーフ
ファン農家の担
い手について

レザーリーフファンは鹿児島ブラ
ンドに認定されている。しかし，
この10年の間に高齢化が進み，南
種子町の生産量はどんどん低下し
ている。自分たちの地域でも，今
後，レザーリーフファンをしてい
る人が減っていく。ビニールハウ
スは，以前より倍以上の値段に
なっていき，新しく建てるのは厳
しくなっている。種子島は台風の
通り道であるので，強い立派なビ
ニールハウスがないと栽培ができ
ない。私達のように，子育てをし
ながら，好きなときに収穫がで
き，一年中出荷のできる魅力的な
作物だと思う。しかし，若い人た
ちが簡単に始められるようないい
事業がない。このままだと，生産
者が減少し，日本一の種子島レ
ザーリーフファンが，なくなって
しまうかもしれない。

経営技
術課
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